
  

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

～未来にたくましく生きる人をめざして～ 

■明朗で気力にあふれた心豊かな人 

■健康でたくましい体を鍛える人  

■意欲的に学び、自ら実践する人 

令和８年１月２８日（水）発行  No.10 発行者 校長 大和 洋一 

 

 

校長 大和 洋一 
 

新年、令和８年元旦から早くもひと月を迎えます。今まさに大寒の中、厳しい寒さを感じながら日々の生活を送っているので

はないでしょうか。学校では、１４日に後期後半がスタートしましたが、今年度の終盤として７年度の締めくくり方が求められ

る時期です。生徒たちは、今年度の学習・生活等の成果や、自己の成長を確かめながら３月の卒業式並びに修了式、ゴールに向

けてのラストスパートの日々となります。いわゆる「まとめの学期」、言うまでもなく３年生は、義務教育９年間の締めくくり

となり、卒業後の自己実現(進路)を果たそうと、進路先の一つとなる高校入学試験に向けての取組が正念場を迎えております。入

学願書の提出、公立高校の出願状況の発表、私立高校の受験…入試当日に向けて、悔いのないように受験勉強への取組の日々…、

努力の結果が無事合格につながるよう願ってやみません。 

 

 さて、表題にある「有終の美に…」という言葉をよく耳にしますが、改めて語源を解釈してみると、中国の「初め有らざる

なし、よく終わり有るはすくなし」という「詩経」という本(詩集)の一節が由来とされております。「終わりよければ全てよし」

とは若干違いますが、終末をしっかりとやり遂げる難しさや大切さ、そこで結果が立派であることを表現したと言われておりま

す。では、生徒やご家庭、教職員にとっての「有終の美」とは…。卒業する３年生にとっては、自らの進路（高校進学等）をしっ

かりと意識し、準備、又決定することであり、全員がその新たな希望を持って、叶えられることだと思います。また、１・２年

生は、自分の一年を振り返って充実したものであったのか、自らの成長を自覚し、次のステップに向けてのモチベーションを高

めることなのではないかと感じます。そして、子供たちを支える大人たちは、鑑となるような行動と対話を垂範し、温かく見守

り続けられたのか、子供たちの成長を感じる瞬間にあると思われます。        

  

思春期真ん中の中学生期の年齢、発育発達段階は、個人差はあるものの、心身面での著しい変化や成長、好奇心旺盛に、万事

に興味関心が強く多感な時期であります。この時期の一年は、成人の何倍もの意味を持つものです。結果主義でなく、修（習）

得する過程を大切にして、一人一人の個性や違いを認めながら、「時には立ち止まり、停滞しながらも」、努力を惜しまず、友

達(仲間)との交流、学習、行事等に汗を流した日々をしっかりと心と体に留めてほしいと思います。そして、私たち大人たちにと

って、子供たちが少しずつ自立した大人に近づき、成長の日々を感じ取ることのできる年度の終末（節目・学年末）になること

を期待するばかりです。 

  

最後に、今年度もあと数か月となりましたが、引き続き学校においては生徒たちの安心安全の確保を第一義に、学びの環境を

整えていきます。今後ともより一層の家庭・地域との連携・協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 予 定 行 事 

1 日  

2 月 職員会議 

3 火 職員会議  部活中止 

4 水 学力テスト（全学年） 

5 木 学校評価アンケート 職員会議  

6 金 授業参観・新入生保護者説明会 漢字検定 

７ 土  

８ 日  

9 月     

10 火 公立高校推薦面接日 

11 水 建国記念の日 

12 木 私立 A日程下見（3 年４時間給食なし）  

13 金 私立 A日程入試（3 年４時間給食なし） 

14 土  

15 日  

16 月 職員会議 

17 火 私立 B日程入試 

18 水 教職員研修会（市内一斉） 

19 木  

20 金     

21 土  

22 日  

23 月 天皇誕生日 

24 火  

25 水 2 年ネットモラル教室 

26 木   

27 金  

28 土  

31 火 学校閉庁日 

31 火 教育相談 
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 1 月 27 日（火）5 時間目に ISSY 集会が開

催されました。今回は、事前に「よりよい学校に

するために」アンケートを書記局が実施し、その

結果をふまえたテーマとして、①「３人グループ

で気まずくならない上手な関係」、②「授業中の

私語を減らすには」、③「体育祭でやりたい種

目」、④「思いやりを持って接するには?」の４

つを設定して、学年縦割りのグループで 2 年生

が司会進行で話し合いました。1 回目以上に各

グループが積極的な話し合う姿が見られまし

た。その中で話し合ったことをふまえて、生徒会

長が ISSY 集会のまとめを報告して締めくくり

ました。来年度に向けてさらに青陵中学校をア

ップデートするために今日話し合ったことを実

践する姿を期待します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 月 14 日（水）の朝の会前に、オンラインで

冬休み明け集会が開催されました。 

生徒会書記局が進行し、最初は「冬休み中のこ

とについての話し合い」のアイスブレイクでス

タートしました。その後、校長先生からは、後期

の後半の生活と学習に関するお話があり、最後

は、生徒会長から、1月の ISSY アドバンスプロ

ジェクトの目標「２分前着席」「授業の振り返り」

が提示されました。 

 


